
　
東
京
都
の
日
本
橋
兜
町
は
、
明
治
時
代
初
頭

に
日
本
初
の
商
業
銀
行
や
東
京
証
券
取
引
所
の

前
身
が
開
設
さ
れ
、
現
在
も
多
く
の
銀
行
や
証

券
会
社
の
本
店
が
軒
を
連
ね
る
金
融
の
中
心
地

だ
。
証
券
取
引
所
と
は
、
企
業
が
活
動
資
金
を

集
め
る
た
め
に
発
行
す
る
株
式
な
ど
の
証
券
の

円
滑
な
取
引
を
支
え
る
市
場
の
こ
と
。
証
券
取

引
所
で
株
式
が
売
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
「
上
場
」
と
呼
び
、
そ
の
株
式
を
発
行
し
て

い
る
会
社
を
「
上
場
会
社
」
と
言
う
。
ど
の
株

を
何
株
売
り
た
い
、
あ
る
い
は
買
い
た
い
と
い

う
投
資
家
か
ら
の
注
文
は
、
証
券
会
社
を
経
由

し
て
証
券
取
引
所
に
集
ま
っ
て
く
る
。
証
券
取

引
所
で
取
引
が
成
立
す
る
と
、
今
度
は
そ
の
情

報
が
証
券
取
引
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
通
じ

て
、
証
券
会
社
に
報
告
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

　
東
京
証
券
取
引
所
は
１
８
７
８
年
に
前
身
の

東
京
株
式
取
引
所
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
１
４

０
年
近
く
上
場
企
業
の
株
式
の
円
滑
で
公
正
な

取
引
を
支
え
て
き
た
。
そ
の
業
務
は
公
共
性
が

高
い
が
、
東
京
証
券
取
引
所
自
身
も
上
場
企
業

や
投
資
家
な
ど
か
ら
の
手
数
料
収
入
で
成
り
立

つ
民
間
企
業
、
れ
っ
き
と
し
た
株
式
会
社
だ
。

　
同
社
は
１
９
９
５
年
か
ら
J
I
C
A
と
の
連

携
の
下
、
開
発
途
上
国
の
証
券
取
引
所
の
発
展

の
た
め
に
、
毎
年
、
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
き

た
。
昨
年
11
月
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
、
証
券
取
引
所
や
そ
の
監
督
官
庁
な
ど
株

式
取
引
の
関
係
機
関
で
働
く
職
員
計
９
人
が

研
修
員
と
し
て
来
日
。
講
義
や
視
察
な
ど
、
約

10
日
間
の
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

　「
20
年
ほ
ど
前
に
研
修
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、

を
見
直
し
た
り
、
金
融
商
品
取
引
法
違
反
や
株

式
の
誤
発
注
な
ど
の
事
件
を
機
に
、
公
正
性
・

正
確
性
の
改
善
を
進
め
た
り
し
な
が
ら
、
日
本

の
証
券
取
引
所
は
時
代
と
共
に
発
展
し
て
き
た

の
で
す
」。
失
敗
を
含
め
て
経
験
を
共
有
で
き

る
こ
と
が
こ
の
研
修
の
強
み
だ
と
、
誉
田
さ
ん

は
強
調
す
る
。

　
近
年
の
研
修
で
は
、
公
正
な
取
引
を
支
え
る

た
め
の
売
買
審
査
制
度
や
、
企
業
を
統
制
・
監

視
す
る
仕
組
み
で
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
が
人
気
を
集
め

て
い
る
。
そ
れ
と
並
ん
で
特
に
好
評
な
の
が
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ブ
ル
サ
」
を
使
っ
た
金
融
経

済
教
育
の
講
義
だ
。
ブ
ル
サ
は
、
東
京
証
券
取

引
所
が
開
発
し
た
中
高
生
向
け
の
投
資
教
育

用
ゲ
ー
ム
で
、遊
び
を
通
し
て
投
資
を
体
験
し
、

知
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
教
材
だ
。
プ
レ

ー
ヤ
ー
は
、
円
高
・
円
安
と
い
っ
た
為
替
変
動

や
金
利
の
動
向
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
そ

れ
が
株
価
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を

考
え
な
が
ら
売
買
に
参
加
す
る
。
ブ
ル
サ
を
通

し
て
株
式
の
取
引
を
体
感
し
た
研
修
員
は
、
若

い
世
代
に
証
券
金
融
経
済
教
育
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
、
将
来
、
株
式
市
場
に
参
入
す
る
投

資
家
を
増
や
し
、
活
発
な
取
引
を
実
現
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
学
ん
だ
。

　
毎
年
、
研
修
期
間
中
は
自
身
の
担
当
講
義
だ

け
で
な
く
、
全
行
程
に
同
行
し
て
い
る
誉
田
さ

ん
は
、
東
京
証
券
取
引
所
や
研
修
自
体
も
発
展

し
続
け
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
話

す
。「
こ
れ
以
上
教
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
は

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
研
修
員
た
ち
は

例
年
、
多
く
の
こ
と
が
学
べ
た
と
研
修
を
高
く

評
価
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
年
々
、
一
方
的
な

講
義
の
時
間
が
減
っ
て
、
そ
の
分
、
質
疑
応
答

が
増
え
て
い
る
ん
で
す
。
講
師
に
と
っ
て
も〝
学

び
合
い
〞
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
昨
年
度
の
研
修
員
た
ち
も
、
自
国
に
は
な
い

株
式
の
取
引
制
度
を
知
っ
て
感
銘
を
受
け
、
母

国
で
同
様
の
制
度
を
広
め
た
い
と
発
表
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
知
見
を
得
た
。「
今

後
は
、
研
修
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
が
過
去
の
研
修
員
の
国
を
訪
れ
て
、
そ
の

後
の
成
果
や
課
題
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
と

こ
ろ
ま
で
、
協
力
の
幅
を
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
研
修
員
た
ち
に
と
っ

て
、
日
本
で
学
ぶ
こ
と
が
〝
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
〞
で
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
講
師
に
と
っ

て
も
現
地
の
様
子
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
誉
田

さ
ん
は
協
力
の
展
開
に
意
欲
を
見
せ
る
。

　
世
界
屈
指
の
金
融
都
市
・
東
京
で
も
、
か
つ

て
、
株
価
を
黒
板
に
チ
ョ
ー
ク
で
書
き
込
ん
で

取
引
を
行
っ
て
い
た
時
代
が
あ
る
。
そ
の
歴
史

を
胸
に
、
東
京
証
券
取
引
所
は
途
上
国
の
株
式

市
場
と
共
に
発
展
を
続
け
て
い
く
。

世
界
屈
指
の
証
券
取
引
所
が

研
修
を
担
う

「世界の都市総合力ランキング」
（森記念財団による調査）第３位。
日本全国の大企業（資本金10億
円以上）の約46％にあたる2,700
社以上が東京都に集積している。
歴史的には、明治政府が殖産興業
策の一環として株式会社制度の導
入を図る一方、封建社会から近代
社会に移行するための整理として、
公債などを発行。これらの売買が活
発になったことが取引機関の設立
へとつながった。

東京都

投資教育用ゲームのブルサを体験する
研修員たち。東京証券取引所には無料
の見学コースがあり、証券史料ホールや
株式投資体験コーナーが設けられてい
る。社会科見学で訪れる学校も多く、証
券金融経済教育に活用されている

開発途上国でも整備が進んでいる証券取引所。
その設立自体が目的だったころとは異なり、

近年では取引の活性化や公正性の向上など新たな課題が生じている。
日本経済の潤滑油となっている株式会社東京証券取引所は、

研修員を受け入れてその知見を共有している。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な
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証
券
取
引
所
と
は
何
か
、
株
式
市
場
を
運
営
す

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
法
律
が
必
要
か
な

ど
、
証
券
取
引
所
の
設
立
に
主
眼
を
置
い
た
講

義
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、
途
上
国
で
既
に

証
券
取
引
所
の
整
備
が
進
ん
だ
今
は
、
市
場
の

流
動
性
の
向
上
や
売
買
の
透
明
性
・
公
正
性
を

高
め
る
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
」。
２
０
１
３
年
以
来
、

研
修
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
る
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
サ
ポ
ー
ト
部
の
誉
田
由
美
さ
ん

は
そ
う
説
明
す
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
２
０
０
７
年
に
ホ
ー
チ
ミ
ン

で
、
そ
の
２
年
後
に
ハ
ノ
イ
で
証
券
取
引
所
が

設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
社
以
上

の
株
式
が
上
場
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
二
つ
の

証
券
取
引
所
を
経
営
統
合
す
る
計
画
が
あ
る

と
い
う
。「
日
本
で
も
、
２
０
１
３
年
に
東
京

と
大
阪
の
証
券
取
引
所
が
経
営
統
合
し
ま
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
研
修
員
た
ち
は
、
私
た
ち
の

そ
う
し
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
熱
心
に
学
ぼ
う

と
し
て
い
ま
し
た
」
と
誉
田
さ
ん
。

　
一
方
、
１
９
９
１
年
に
開
設
さ
れ
た
モ
ン
ゴ

ル
の
証
券
取
引
所
は
、
現
在
、
約
２
２
０
の
上

場
企
業
を
抱
え
て
い
る
。
同
国
で
は
株
式
の
上

場
や
そ
の
廃
止
に
あ
た
っ
て
、
証
券
取
引
所
と

そ
れ
を
監
督
す
る
省
庁
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
よ

う
な
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
い
い
、
研
修
員
た

ち
は
審
査
の
効
率
化
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

「
日
本
で
も
以
前
は
、
証
券
取
引
所
の
審
査
の

後
、
当
時
の
大
蔵
省
の
最
終
承
認
が
不
可
欠
な

仕
組
み
で
し
た
。
こ
う
し
た
非
効
率
的
な
制
度

東京証券取引所のティッカー。ベトナムでは上場企業が
増えるにしたがって、企業の規模の差が広がっている。日
本の株式市場は企業の規模などに応じて４つのマーケット
に分類する仕組みを取っており、そうした知見が伝えられた

研修修了を記念して。誉田さん（前列左）がコーディ
ネーターとして全行程に同行したことで、異なる講義
間の説明の重複を減らし、その分、質疑応答に時間
を充てるなど、細かいフォローの行き届いた研修が実
現している

世界の金融セン ターの歩みを伝える

東
京
の
教
訓
を

世
界
の
金
融
市
場
に
共
有

東 京 都

か
ぶ
と
ち
ょ
う

大阪取引所を視察した研修員たち。
大阪では造幣局も訪れた

東京都
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